
特別支援教育コーディネーター
業務の実際

北海道鷹栖養護学校
教 諭 池 田 文 宏

令和７年度（2025年度）特別支援教育コーディネーター基本研修

【講義】

この講義は、令和６年度（2024年度）特別支援教育コーディネーター基本研修で収録したものです。
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◆自己紹介
◆北海道鷹栖養護学校の紹介

１ 自己紹介、所属校紹介



北海道真駒内養護学校
初任校、学級担任、地域支援部に２年間所属

自己紹介

秋田県立ゆり養護学校（現ゆり支援学校）
北東北三県との人事交流、学級担任

北海道東川養護学校
学級担任、特別支援教育コーディネーター

北海道鷹栖養護学校
特別支援教育コーディネーター



北海道鷹栖養護学校

◆在籍児童生徒数 102名（小学部 34名 中学部 28名 高等部 40名）

◆知的障がいのある児童生徒が在籍 ◆校区は上川・留萌管内 ５市12町３村
◆鷹栖町・旭川市内をスクールバスが運行 ◆通学が困難な児童生徒は寄宿舎を利用



令和６～７年度の
たいせつネット事務局は、

北海道旭川養護学校



◆所属分掌部
◆校内支援・地域支援に関わる業務

２ 本校の特別支援教育
コーディネーター業務について



小学部 中学部 高等部
特別支援教育Co
・本校通算12年目
・盲学校でのCo経験
・再任用

特別支援教育Co
・本校５年目

特別支援教育Co
・本校８年目
・進路業務の経験
・再任用

・主に地域・校内支援と進路支援の業務を担当している分掌部
・特別支援教育コーディネーター（以下 特別支援教育Co）は、
３名が専任で担当

(1) 所属分掌部（支援部）

A B C

D
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G

進路指導主事進路指導主事
副担任（進路担当）

学級担任
H

I

学級担任
学級担任



(2) 校内支援に関わる業務
本校の転入学に関わる業務
・教育相談 ・学校見学 ・新転入生引き継ぎ

関係機関との連携
・個別の教育支援計画の運用 ・支援会議
・相談支援事業への協力（福祉事業所との連絡窓口）

校内職員への支援
・校内研修（教育相談習熟のための交流会、スクールカウンセラーの
対応、ヤングケアラー関連研修）
・分掌内研修 ・校内職員サポート



(3) 地域支援に関わる業務

幼保・小・中・高等学校等への支援
・特別支援教育パートナー・ティーチャー派遣事業
・たいせつネット訪問相談 ・上川管内専門家チーム

関係機関との連携
・上川管内特別支援教育ネットワーク関連業務

兼職（就学相談、非常勤講師）
・鷹栖町特別支援教育連携協議会 ・留萌地方教育支援委員会
・北海道教育大学旭川校非常勤講師 ・旭川市教育支援委員会



◆教育相談について
◆校内の先生方への働きかけ
◆地域の先生方への働きかけ

３ 心掛けていること



(1) 教育相談について

学部 人数 傾向

小学部 19名
未就学児の他、途中転入希望の小学校在籍
児童の相談が多い。

中学部 12名 小学校高学年の児童が多い。

高等部 29名
高等部入学に向けて教育相談を申し込む
ケースが多い。

本校での教育相談の件数（令和５年度）



① 受け入れ
お出迎え、日程説明

② 学校・学部紹介（20～30分）

学部主事による説明
③ 授業・校舎見学（50分）

授業見学や校舎の案内
④ 相談（10分）

質疑応答、困りごとへの相談
⑤ 寄宿舎見学（30分）

寮務主任による説明

教育相談の流れ

10:00～12:00の受け入れが多い



・来校者の求めていることに合わせた説明と対応

教育相談で心掛けたいこと

・本校として「できること」、「できないこと」を明確に、
理由を添えて伝えること（「検討して後日返答」の場合もあります）

・就学や進学の希望は保護者だけでなく、本人にも確認

・見学先の学部職員への感謝の気持ち（来校者への対応や雰囲気作り）



(2) 校内の先生方への働きかけ

「よく知らないけど、忙しくて大変
そうなイメージ」

「次は誰が担当できるんだろう？」

・校内の先生方に特別支援教育Coの業務
を知ってもらいたい!

・次の担当者にスムーズにバトンを
つなげたい!

～特別支援教育Co業務の理解・啓発のための取組～



分掌内研修
対象:支援部員
内容:特別支援教育Coや進路指導主事の業務について研修する。
方法:分掌部会にて、議題等が少ない際に15分程度で実施する。

たいせつネット訪問相談への同行研修
対象:支援部員
内容:たいせつネット訪問相談に同行し、地域支援の様子を知る。
方法:夏季・冬季休業中に実施する。

教育相談習熟のための交流会
対象:本校教職員（希望者）、小・中学校の特別支援教育Co
内容:互いの学校の特別支援教育の状況や課題等について交流する。
方法:夏季・冬季休業中に１回ずつ、オンラインで実施する。



「似たような主訴が多いような気が…」
「対象児の情報を丁寧に聞き取っていると
時間が足りない…」

・訪問先が対象児への取り組みを蓄積、
応用できるような何かがほしい!

・できるだけ効果的・効率的な相談に
つなげるための事前情報がほしい!

(3) 地域の先生方への働きかけ
～特別支援教育パートナー・ティーチャー派遣事業について～



旭川市
近文小学校 雨紛小学校 青雲小学校
近文第一小学校 近文第二小学校 富沢小学校

富良野市
富良野小学校 東小学校 扇山小学校
富良野西中学校 富良野東中学校

名寄市
名寄南小学校 名寄西小学校 名寄東中学校

士別市
士別小学校 士別南小学校 糸魚小学校
上士別小学校 温根別小学校
上士別中学校 士別南中学校

上富良野町
上富良野小学校 上富良野西小学校
上富良野中学校

幌加内町
幌加内小学校 朱鞠内小学校 幌加内中学校

鷹栖町 鷹栖中学校

昨年度の派遣先

31校

中富良野町 中富良野小学校

当麻町 宇園別小学校

比布町 比布中央学校（前期課程）



特別支援教育パートナー・ティーチャー派遣事業
相談・記録シート

・「パートナー・ティーチャー派遣事業 支援シート」（北海道
教育委員会）とは、様式と使用方法が少し違いがあります…

訪問先にとって～シートの記入や提出などの負担について、地域の先生方からは
「そんなに負担ではないですよ。」と言っていただいてます…

訪問先 本校…相談・記録シート「相談の記録/次回に向
けて」「管理職の見解」欄を記入し送信

相談・記録シートをもとに訪問先と懇談当 日

訪問後

本校 訪問先…「様式」「記入例」などを送信
訪問先 本校…相談・記録シートを記入し返信

訪問前

本校にとって～訪問前に情報収集や特別支援教育Co同士で相談などの準備ができる。
助言がどのように受け止められたか確認ができる。



① 対象幼児児童生徒の基礎情報

② 昨年度対象だった場合のみ記入

③ 今回の相談の主訴

④ 終了後に記入



４ まとめ



最後に…

◆ “他障がい種に関する知識“の専門性を求められることもあるけれど…
新しい視点を勉強して、専門性の幅を広げるチャンス!

◆ 初めて訪問する学校、初めて話す相手など緊張することも多いけれど…
小規模校や就学前機関など、地域の特別支援教育の状況を
知ることができるチャンス!

◆ 周りからは「見えにくい」「分かりにくい」業務かもしれないけれど…
特別支援教育Co業務の魅力を伝える機会を増やしたい!


